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1 はじめに

NeRF [1]とは，複数視点で撮影された画像か
らニューラルネットワークを用いて 3Dシーン
表現を学習し，学習した 3Dシーン表現から 3

次元再構成と新規視点画像生成を行う手法であ
る. NeRFの入力として,例えば特殊なモノクロ
センサーや古いモノクロカメラ等で撮影された
画像しかない場合などでは, モノクロ画像を入
力とするために, 得られる 3Dシーン表現はモ
ノクロ情報しか持たない. そのため, そのまま
では新規視点のカラー画像を生成することはで
きない. その解決方法の一つとして，NeRFに
入力する前のモノクロ画像を従来の画像カラー
化手法によりカラー化する方法が考えられる.

しかし，従来の画像カラー化手法を視点ごとに
独立に適用した場合には，同じ物体であったと
しても異なる色が推測される可能性がある．そ
のため，このような視点による色の一貫性がな
い画像を用いて NeRFにより 3次元再構成を行
うと，視点の移動により物体の色が不自然に変
化するシーンが生成される．
本発表では，3次元的な色の一貫性を保つカ

ラー化 NeRFモデルの構築について検討した内
容について報告する．
2 提案手法

NeRF は，ニューラルネットワークを用い
て 3D シーン表現を学習し，それを用いてボ
リュームレンダリングすることによって任意
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視点の画像を生成する技術である．NeRF は，
複数視点画像を入力として 3D座標と視線方向
から色と密度を計算するMLPを学習し，これ
をボリュームレンダリングに必要となる各座
標の色と密度の計算に用いている．提案手法で
は，このMLPを学習する際に，視線方向の変
化による色の変化を抑制する損失 Lcon を加える. 以下では，Lcon の具体的な計算手順についてのみ示し，MLPの学習の際は従来の損失と
Lcon の両方を用いる.

まず，ボリュームレンダリングによって各座
標の色の計算に用いる光線を rn = (t,dn)とする．ここで，tはカメラ中心を表す座標であり，
dnは視線方向を表す．この dnに対して，正規乱数を用いてランダムな回転行列 Rを生成し，
dn を回転させた d′

n を次式により求める.

d′
n = Rdn

次に，光線 rn に沿ってサンプリングする座標を xn1, . . . ,xnm とすると，通常の NeRFと

図 1: Lcon の計算
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同じく視線方向 dn を用いて得られる
{cnm,σnm} とランダムに回転させた視線方
向 d′

n を用いて得られる {c′nm,σ′
nm}を次式に

より得る．
{cnm,σnm} = MLP (xnm,dnm)

{c′nm,σ′
nm} = MLP (xnm,d′

nm)

ここで，NeRFで用いる MLPでは視線方向を
変えても得られる密度は変わらないことから
σnm = σ′

nm とすると，最終的にボリュームレンダリング（VolR）によって得られる色情報は
以下のようになる．

C(rn) = VolR(cn1,σn1, . . . , cnm,σnm)

C′(rn) = VolR(c′n1,σn1, . . . , c
′
nm,σnm)

これらを用い，提案する損失 Lcon は次式により求められる．
Lcon =

∑

n

‖C′(rn)−C(rn)‖22

3 実験
iPhone 13を用いて物体を撮影した動画から

300枚程度の異なる視点の画像を切り出し，実
験用データセットに用いた. また，想定される
入力用のモノクロ画像は，次式により便宜的に
生成した．

Y = 0.299R+ 0.587G+ 0.114B

モノクロ画像をカラー化する手法には Big-

Color [2] を用いた. NeRF の実装には ner-

facto [3] を用い，以下の 3 つの手法により得
られる画像を比較した.

ベースライン 1 モノクロ画像をカラー化して
から NeRFに入力

ベースライン 2 NeRF が出力したモノクロ画
像をカラー化

提案手法 モノクロ画像をカラー化してから
Lcon を追加した NeRFに入力

図 2 に提案手法と比較手法の実験結果を示
す. 図 2からわかるように，提案手法では視点

(a) ベースライン 1:視点 1 (b) ベースライン 1:視点 2

(c) ベースライン 2:視点 1 (d) ベースライン 2:視点 2

(e) 提案手法:視点 1 (f) 提案手法:視点 2

図 2: 実験結果

が移動してもバナナや椅子，机の色の変化が抑
えられていることがわかる.

4 むすび
本発表では，入力として，モノクロ画像しか

得られない状況で構築したモノクロ NeRF モ
デルに対して，3次元的な色の一貫性を考慮し
た損失を取り入れることでカラー化 NeRFモデ
ルを構築する手法を提案した. 今後の課題とし
て，被験者実験による主観評価，近赤外線カメ
ラなどのモノクロセンサーへの応用などが挙げ
られる.
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